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中国農業合作化に関する考察


































































































































































































生産組41組 (18-12戸 )平均 9.6ha､14戸38人､
党団員4人
党員32人､団員 134人､計 166人










1. 土地整理 2. 適地適作(引用文p248
- 9の如し) 3. 技術改革 (深耕､密楢､増

















































のである｣と論評した｡〕 3. 耕種改善｡ 4.



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































擁護 中間 落後 .
貧 農 戸 % i 帝 %189 13.5 72.5 23.3 4,2
下 中 農 359 25.8 66.0 28.7 5.3
老 下 中 農 458 33.1 51.3 40.6 8.1
富 裕 中 農 283 20.2 40.3 38.5 21.2























































































































































計 66,000工に 20,440工を加えた総計 86,440














労 働 施 工 根食増産
開 墾 工 ムー 斤575 108.8 15.300
水 田 化 655 32.8 ll,790
段 畑 化 250 25.0 2.000
畦畔除去 60 5.0 ･5,400
小 計 1,540 171.6 34,490
乾田直播 500 (25%) -ll,000
葉たばこ 10,000 (185L) 【孜純による坤一躍)4,000
桐 植 栽 500 (1万扶) 〔同上､油菜〕


















根食産量 国家へ交皆 交 嘗 率 留 根 分配 (1人当り)
1955年 208,810斤 78.000斤 37.4% 1犯 750斤 523斤 357に
1956 243,359 69.859 28.7 173.500 694 45











































































































1人 500斤 -⇒ 投下男動 100〔28.800工〕-⇒
35元 粗 食 76〔22.000工〕
副 業 22(6.300工〕































































































(単位 :万 元 )
･955年(8鋸喜捨 ･957年(76,72票臣
総 収 入 36,257 (100) 3.152.1 (100)
純 収 入 27,084 (74.7) 1.905.9 (60.5)
集 団 控 除 3.915 (10.8) 216.0 (6.9)
社員分配 23.169 (63.9) 1.689.9 (53.6)



























1955年平均 1956年平均 l 誓 .
収入増減の構成比
元 元 % % 多
-39.52 51.84 31.2 74.7 20.1
47.82 ･61.38 25.7 79.1 ll.8
53.73 63.41 18.0 82.2 9.4
54.59 62.70 14,9 72.2 16.7
51.UU 59.08 15.9 62.1 19.7
41.19 56.45 37.0 67.1 19.4
37.39 52.12 39.4 81,2 王0.5
49.53 59.63 20.3 75.5 14.7
減 少 戸
貧 農
新 下 中 農
新 上 中 農
旧 下 中 農













































60戸343人一一貧農7戸45人､下中農23戸 122人､上中農30戸 176人｡ 1人当り収支状況
1954年 1956年 収入の増加率収 入 支 出 収 支 収 入 支 出 収 支
貧 農 34.80元 ･40.607C ∠ゝ 5.8元 77.07元 64.10元 12.97元 121.5%


















農 業 家庭副業 家務労働 交 際 下 雨 休 息 摘 要






1.田地多､労力強､経済比較的富裕の農家は､ 農業時間より多 (4戸 )
労働時間やや少なく自由時間多 (2戸 ) 4. 田地不多､労働力弱､人口多､生活負担重
2. 田地多､労力不足､生活好の農家､労働時 い農家｡年間労働時間不多､うち農､副業従事労
問比較長 (3戸 ) 働の比重小､家務労働の比重大 (1戸 )0
3. 田地少､労力多の農家､その労働時間は第
<事 例>
氏 ◆ 名 家 族 労 力 土 地 労働時間 内 訳 休息その他
1 類 卓 飴 方 人 人 ム- 1人当り日 農業 ､_副業 家務50 132 55 日
5 2.5 15 227 138
2 類 余 項 雨 3 1.0 10 320 45
















階 層 戸 数 人 口 社 分 約二 家庭副業 合 計 内分紅の
(1人当り) 収入(1人当り) -(1.人当り) 割 合
貧 農 人 %
j] プロ 刀二 7t=
536 2.232 73.6 7.7 81.3 90.5
中 農 224 1.178 78.9 12.7 91.6 86.1
原 富 農 44 223 84.9 17.0 101.9 83.3




階 層 1戸平均人 口 1戸平均労働力
貧 農 人 人4.1 2.0
中 農 5.2 2.5
原 富 農 5.0 2.6











































































較 (『人民日報 』1957年10月11日社説 ｢在五年内
起上和超過富裕中農的生産水準｣ )0
富裕中畏 合 作 社
1人当り農地面積 (質好) (質悪)3.46ムー 2.0ムー















富裕中農 合 作 社
ム 当 収 量 根 食 302斤 265斤
〝 皮 棉 51 42
人 口 1人当耕地面積 3.08ムー 3.0ムー

























全区現有養豚 106万頚 平均 1戸0.8頚 1頭
につき 15.4ムー ム当り3,500斤粗肥














































































































































































































































































































































































































固定 (労働力､土地､工具､役畜 )､三包 (産量､
工､成木 )､-壁
五個規画｡生産大隊は作業組に5項の規画を示
















完全労働力は3級制 (7.4点､ 7.7点､ 8点 )､





18%､公積金 4万元､16%､公益金 1万元､ 4%､
労働報酬15.5万元､ 62帝O この労働報酬は工分








る｡責任作業量である｡ 1人平均 3.000点､ 300
労働日となる｡1973年の工分単価は 9.7銭､ 1労
働日0.97元であった｡生産 ･労働 ･報酬の関係は
作業組全体としては取得する労働報酬の継付額を
増産と節約によって最大限にすること､個人とし
ては受取る工分数をより多 くすることであ ｡こ
の両者が必らずLも結合しない｡つまり､個人が
ただ工分数の多い仕事を追求しても､その仕事と
増産が直接に結びつかず､工分-点数稼ぎの風潮
を生む欠陥がある｡
